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問題と目的
児童福祉法の改正（2016）、保育所保育指針や幼

稚園教育要領などの改定・訂（2018）、幼児教育の無
償化（2019）など、保育を取り巻く環境が大きく変
化する社会の変化の中で、保育者不足は依然と大き
な課題となっている。保育者確保のために就労の条
件を整える仕組みや、研修を通して保育者としての
キャリアに階層をつけることで保育者の意識を高め
ていくという取り組みも増えてきたが、依然離職率
は他職種よりも高く課題の解決には繋がっていない。
そこで本稿では、保育者の離職につながる要因に
ついて、経験値として語られることの多い「保育は
面白い」という概念がその要因として機能している
かどうかということを概観する。また。保育者が保
育を語る中で「保育を面白がる」ということがどの
ような機能をもつかを、グループインタビューを通
して検討する。

１．保育者と離職の関係
厚生労働省の保育士等確保対策検討会における報

告保育士等に関する関係資料（2015）では、常勤の
保育所保育士全体の49.2%が経験年数８年未満の保
育者で占められており、14年以上のベテラン保育者
は、27.9%と３割にも満たないことが示されている。
保育士登録者数は約119万人であるが、実際に勤務
者数は約43万人であり、潜在保育士（保育士資格を
もち登録されているが、社会福祉施設等で勤務して
いない者）は約76万人とされている。潜在保育士の
８割が保育士として勤務の経験があるが、様々な理
由で職業としての継続がしにくい現状がある。
幼稚園教諭の離職率の高さについても同様である。
文部科学省（2013，2017）の「学校教員統計調査」
によると、幼稚園教員の平均勤続年数は10.3年であ
る。なかでも保育士同様、公設幼稚園勤務者に比べ
民間幼稚園勤務者の方がより短い。さらに離職者の
平均年齢を見ると、小学校、中学校、高等学校離職
者がすべて50歳以上であるのに対して、幼稚園は
32.9歳、幼保連携型認定こども園の離職者は33.6歳
であった。また、加藤らの調査では、幼稚園や保育
所の半数で就職後３年未満の退職者がみられ、退職
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者がいた施設の中での３年未満の退職者の割合は、
幼稚園で63％、保育所で81％であった。一般に、早
期離職とは３年未満の退職を指し、このように保育
者の早期離職は近年大きな問題となっている。
このような保育者の著しい早期離職の背景にどの
ような要因があるかについては、これまでにさまざ
まな先行研究が進められている。遠藤ら（2012）は
質問紙調査を通して、特に大きな離職要因となるの
は「職場の方針への疑問」「心身の不調」「職場の人
間関係」「将来に希望が持てない」「休暇の少なさ」
等であることを明らかにした。また中島ら（2017）
は保育者の早期離職の要因となる、保育者のキャリ
ア形成の面で重要な示唆として、１つの園で充実し
満足のいく保育者経験をした者ほど、何らかの事情
でその職場を離れると、次の園で前の園と同じよう
に自分の保育ができるか不安になることを見出し
た。このような状況は保育の現場に戻ることに躊躇
してしまう潜在保育士を増やす要因にもなっている
ことが示唆されている。
全国社会福祉協議会の調査（2017）によると、保
育士が「職場でやりがいを感じること」は、「専門
性が発揮できること」（55.2％）が最も高く、次い
で「利用者やその家族に感謝されること」（45.2％）、
「自分が成長している実感があること（人材育成・
研修制度の充実含む）」（33.2％）となっている。「専
門性が発揮できること」は社会福祉施設に勤務する
職員全体の平均を24.2ポイント上回り、「自分が成
長している実感があること」は8.2ポイント、「利用
者やその家族に感謝されること」は3.8ポイント高
かった。また、社会福祉施設全体においては、勤続
年数が長くなるにつれて「専門性が発揮できるこ
と」「納得できる処遇・労働条件（給与・福利厚生
等）であること」「チーム、組織に貢献できること」
の割合が高く、業務経験年数が長いほど「専門性が
発揮できること」「納得できる処遇・労働条件（給
与・福利厚生等）」の割合が高くなっていた。ここ
からは、保育士が職業としての専門性が発揮でき
る、労働環境や処遇がよいと感じるまでには10年以
上の経験が必要であることを示唆している。早期の
離職を防ぐためには、専門性が発揮できる環境づく
りや労働環境・処遇の改善が求められるということ
であろう。現在処遇改善などを通して金銭的なサ

ポートが増えてきている中でも離職の状況が改善さ
れない背景からは、それぞれのキャリアに応じた専
門性が発揮できる環境を整えることが一つの鍵とな
ることが指摘される。
このように保育者の離職要因に関しての研究は近
年、保育者のキャリア形成の視点からの研究を含め
て蓄積されてきている。
谷川（2013）は新任保育者の危機とキャリア形成
について新任保育者の語り（ナラティブ）に注目
し、リアリティーショックによる危機を省察により
自己の成長につなげていくにはある一定の時間が必
要なことを見出した。その中で、保育を子どもと一
緒に楽しむようになるには、「子どもが楽しいこと
が一番」という解釈枠組みが獲得されるというプロ
セスがあることを指摘している。
保育者の成長について時間軸から検討した香宗我
部（2013）の保育者個人のライフヒストリー研究で
は、経験年数が20年以上、40～50代のベテラン保育
者が研究対象となった。そして、「保育者効力感」
を手がかりとして保育者としての成長を分析し、保
育者は「問題認識-省察－展望」の連続性の中で保
育者としての将来の展望を獲得することができるこ
とを明らかにした。ここでは管理者となった保育者
のライフヒストリーからの検討であったため、経験
年数の少ない保育者のキャリア形成については検討
がされていない。また「保育者効力感」を測定する
質問項目に保育の楽しさという主観的な評価の項目
がみられず、キャリア形成における「楽しさ」とい
う枠組みについては明らかにされなかった。
キャリア形成に関する研究は増えてきているが、
保育者を続けるというプロセスの中で、保育におけ
る「楽しさ」という視点を含んだ研究はそれほど多
く見られないことが明らかとなった。

２．保育者と保育の楽しさ
木村（2012）が中高生向けに保育園・幼稚園で働
く人たちを紹介したものを次に示す。

「保育士でいてよかったと思うこと、うれしい
とおもうことは語り尽くせません。保育士以外
の人生なんて考えられませんね。保育士になっ
て18年になると、最初に担任をした子ども達が、
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職員として戻ってくることもあります。その
喜びは言葉では言い表せないほどです。子ど
もたちと過ごしている毎日は本当に楽しいん
です。そういう日々を思いっきり楽しんでい
ます。」 （保育士18年目）

「子どもたちの素の声を聞くことができた時、
この仕事をしていてよかったと思います。先
日も降園時に『今日も面白かった！って言い
ながら帰る子がいたんですよ。いい一日だっ
た。明日も今日の続きがしたい。子どもたち
が心底そう思える場にいられるのはとても幸
せです。毎日本当に嬉しく幸せに思います。」
 （幼稚園教諭６年目）

ここには保育者として子どもたちとの生活を肯定
的に捉え、保育を「楽しいもの」として語る姿が書
かれている。しかし、保育に期待をもちながら保育
の世界に足を踏み出した初任保育者の多くが上記の
ような肯定的な語りをするようになるまでにはキャ
リアのプロセスを経ることが必要ともなっている。
実際に保育者として働き始めるときに、就職前に
描いていた期待や願いと、実際の現場で直面する現
実とのギャップによって戸惑いを感じ、葛藤するこ
とは「リアリティーショック」と呼ばれている（シャ
イン，1991）。先に述べた谷川（2013）は、新任者
がリアリティーショックを省察というプロセスを通
して成長に変えていく際に、「子どもと楽しむ」と
いう枠組みの確保があることを示した。それでは保
育で子どもと保育を楽しむということはどのように
定義していけば良いであろうか。
保育を楽しむ前提には、保育者自身がのびやかに
一人一人の子ども達と関わることができる環境を整
えることが前提であり、その中で子どもの存在を共
感的に理解し合う場が求められると指摘する。また
そのために保育計画を構造化し、子どもの姿を語る
ことを軸にして計画を立てることで保育が面白くな
るとしている（阿部，1995）。
文部科学省（2019）の幼児理解に基づいた評価で
は幼児を理解しようとする主体としての保育者の在
り方を次のように示している。

教師が幼児を理解し評価することは、そのまま
自分自身や自分の行っている保育を理解し評価
していることに気づかされます。教師自身が
『この幼児にはこのようなところがある』と
思ったときは、『この幼児をそう見ている自分
自身』や、その用事のそのような面を引き出し
た自分の保育の在り方を合わせて見直す姿勢
が必要なのです。これらのことを踏まえて、教
師は自分自身に対する理解を深めるとともに、
幼児と教師を取り巻く人々、状況などとの関連
で幼児を捉えることが必要でしょう

保育者のあり方として省察は保育の基盤となる子
ども理解を深めるためにも重要である。しかし、保
育者自身が省察を通して自己を振り返るためには、
かなりのエネルギーが必要である。振り返りを通し
て子どもを肯定的に評価することと同時に保育者自
身が自己を肯定的に評価できるようになるためには
さらにエネルギーが必要になる。子どもたちが生活
を楽しむことができるように、子どもを理解し評価
をする保育者ではあるが、保育者自身が生活を楽し
み自分自身を理解するということが保育者の役割で
あるとの記載はない。
野屋敷（2019）が行った４人の保育者へのインタ
ビューを複線径路・等至性モデルによって分析した
研究では、保育者は少なくとも一度は、保育職にお
ける面白さ・楽しさ・充実感などの正の感情を感じ
ていることを明示している。また、保育職を続ける
中で、面白さ・楽しさ・充実感などの正の感情を共
通して少なくとも一度は感じていることは、辞職し
た元保育者を再度保育者に戻すまでの非常に強い動
機となりうるとしている。同時に、保育者という生
き方を続ける理由には個別性および多様性が見出せ
るとしている。
保育という仕事と楽しさとの関連についての研究

は、保育者養成段階での保育実習・教育実習におけ
る学生の変容などについてのものは複数見られる
が、就労段階での保育者を対象としたものは少ない。
山下（1996）は、QWL（Quality of Working Life:
労働生活の質）という観点から、20歳以上30歳未満
の労働者を対象として若年労働者の「仕事の楽し
さ」についての分析を行った。そこでは、「仕事の
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楽しさ」に直接に影響を及ぼす要因の中では、「自
律感」が若年層の「仕事の楽しさ」に強く影響を与
えることが示されている。「自律感」は客観的な職
務特性でもりあり「職務自律性」に強く規定されて
いることから、自律感をもって仕事ができるという
状態は、内発的な動機付けになり、それが「仕事の
楽しさ」に肯定的影響を及ぼしていることを示して
いる。
「保育の面白さ」「仕事の楽しさ」というものが就
業継続にどのように影響するのかについての研究は
それほど積み重ねられてきていないことは先にも述
べた。これまでに「面白さ」という視点から、就業
継続の可能性について検討された研究が少ないこと
を考えると、「保育の面白さ」が保育者のライフス
テージやキャリアにどのような役割を果たしている
かについて検討することの意味はあると考えられる。

３．「保育の面白さ」に関する調査
以上より、本稿では、保育の継続危機であるリア
リティーショックを経て10年から20年の保育経験を
もつ複数の中堅の保育者を対象として、保育という
仕事を続ける中で、仮説の生成のためではなく、具
体的な言葉からどのような「面白さ」を見出してい
るのかに焦点を当てた。
また、保育者自身の主観的な語りから明らかにす
ること、保育を面白がる要因を明らかにするための
質問項目作成のデータ収集を目的とし、グループイ
ンタビューによる質的調査を行なった。

方法
保育現場での保育経験をもち、保育・教育に関す
るシンポジウムや学会などで話題提供や発表などに
積極的に関与している保育者に、グループインタ
ビューへの協力を依頼した。協力を得られた４名の
協力者のプロフィールを表１に示す。
事前に「保育を面白がる」ということをどのよう
に捉えているかということがグループインタビュー
のテーマとなっていることを伝え協力を得た。
グループインタビューの司会は筆者が行い、IC
レコーダー（ORYMPUS Voice-Trek V-62）による録
音を行なった。

表１　グループインタビュー協力者

協力者 年代 保育経験（年数）

Ａ 30代後半 私立保育園（６）
公立認定こども園（３）
保育者養成校（１）

Ｂ 30代後半 私立幼稚園（15）
Ｃ 50代前半 私立保育園（現認定こども園）

　管理及び事務（20）
Ｄ 30代後半 公立認定こども園（８）

公私立幼稚園（８）
保育者養成校（２）

手続き
調査は2019年11月30日に、都内の会議室にて150

分のセッションとして行なった。本調査のグループ
インタビューでは司会者（筆者）により、保育者が
保育にどのように面白さを見出すかについてのイン
タビューであることを説明し、参加とICレコーダー
での録音の同意をとり実施した。
「保育の面白さ」「面白がるということ」などにつ
いて参加者同士が話題を共有しながら話が進むよう
に司会者がメンバー間の語りを促進するために発言
の流れを調整した。

倫理的配慮
本グループインタビューでは、事前に研究協力者
に研究の趣旨を説明し、協力者の同意と許可を得て
ICレコーダーに録音した。研究の趣旨や目的、研
究協力者の個人情報の保護、参加と撤回の自由、権
利の保障、データの厳重な取扱い、研究成果の公表
方法などを説明し、承諾を得た上で、研究に協力し
てもらった。また、分析結果のフィードバックを研
究協力者に依頼し、修正・撤回を希望する箇所がな
いか確認するなど配慮した。

分析
質問ごとに得られた語りを逐語記録としておこ
し、保育者が「面白さ」をどのように捉えているか
について、「面白がるようになるプロセス」に関連
する語りについて、記述分析法を用いて検討した。
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結果
グループインタビュー前半部では司会者の「保育
における面白さをどう考えますか」という問いに対
し、事前に自分の考えが整理されていたこともあ
り、それぞれの考え方を聞いてから、各自が発言を
しながらの対話となった。
逐語記録として書き起こした発言内容から、保育
の面白さ、面白がるようになるプロセスに関連する
と判断できた箇所について、１文章をひとつの情報
とし、関連し合うものを同一グループとして整理し
た。意味のまとまりとして「対話の場」と「ズレの
受容」の二つのカテゴリーに分けたものを表２に示
す。また「対話の場」について時系列に発言者と区
切りのある１文章をまとめたものを表３に、「ズレ
の受容」についてまとめたものを表４に示す。
プラス要因とマイナス要因とに分けられるものに
ついては下線を引いた。

表２　面白さに繋がるカテゴリー

保育が面白くなるプロセスに影響を与える要因

（１）対話の場
・自己の子ども理解を他者との対話を通して相対化す
ることができる場
・個々の保育者の子ども理解には違いがあるというこ
とを前提とした対話ができる場

（２）「ズレ」の受容
・理解の「ズレ」を理解の深まりと捉えること
・子ども理解は、自分の理解の枠組みの変化とともに
変わっていくものであると理解すること
・子どもの願いと保育者の意図の「ズレ」は、子ども
との対話を通して保育を成立させる手立てとなるこ
との理解

表３　対話の場に関連する語り

下線（　　　）はプラス要因で、下線（　　　）は
マイナス要因として示した。

Ａ1　子どもの成長を捉えることと、それを伝えるこ
とも面白さになる。
Ｄ1　それぞれが感じる面白さを共有すると、面白さ
が倍増するよね。
Ｃ1　面白さを共有する方が話しやすい
Ａ2　伝えたくなることが面白さにはあるかも
Ｄ2　子ども理解だよね、子どもが面白いことをして
いるよね
Ｂ1　面白さは共有かも
Ｃ2　安心して話ができる環境は大事だよね。そこか
ら面白がれる。

Ｃ3　主観を伝えていこうとする中で面白さがが見え
てくることもある
Ｃ4　キャリアのある誰かの読み取り方が標準化され
ると、同じにならないといけないということとな
り面白くなくなる
Ａ3　誰かの子ども理解の枠組みに合わせないといけ
ないと思った時に面白がれなくなったことがある
Ｄ3　初任者って結構そうだよね
Ｄ4　違うことを楽しいと思える時に面白さを感じ
る。保育への自己の追求がないと誰かの正しさに
なってしまう。そうなると楽しくなくなるかもし
れない
Ｃ5　その保育者がどのような保育の形態を経験して
きたかによっても感じる面白さが違うのでは？一斉
活動が中心の保育をしてきた保育者と、子どもの
自由な遊びを中心に保育を展開してきた人とでは
Ｂ2　子どもから始まったことではなく、保育者の枠
組み（意図性のある活動など）で保育を考えると
面白さから離れてしまう気がする
Ｄ5　保育記録という枠組みがあることで見えてくる
面白さもある。言語化することを通して面白くなる

Ａ4　相手の面白さに入り込んでいくことが「面白が
る」という行為になるのではないか
Ｂ3　そもそも楽しいと感じても保育の計画に沿って
いないから隠して場違いなこととして出せなく
（言えなく）なっている状況もあるとおもう。そう
なると保育者が子どもの面白さを語り合うという
議論にさえ参加できなくなる。その時に写真とい
うツールがあると、それを手立てとして面白さを
語ることにつながる可能性はある。子ども理解と
いうことの延長に楽しさを見出すこと。
Ｃ6　保育を面白いと感じて良いという風土作りは必
要。保育を面白がっていることを語ることができ
る場作りをするファシリテーターは必要かもしれ
ない
Ｂ4　自分は面白くないと思っていた子どもの姿を
「面白い」と感じる同僚の存在によって、自分がそ
の子どもの姿を面白いと感じることができた。そ
の保育者のおかげで、そんな姿も面白いと思って
いんだなと理解できた

表４　ズレの受容に関連する語り

下線（　　　）はプラス要因で、下線（　　　）は
マイナス要因として示した。

Ｂ5　ベテランの先生と若手の先生の子ども理解にあ
るズレ
Ｃ7　感じる面白さは個別的であるから、その違いに
面白さがあるとおもう。
Ｃ8　自分が保育の面白さを感じる時って、自分を外
側に置いて、俯瞰的な視点をもっているようにお
もう
Ｂ6　子ども理解がずれていることを面白く感じるよ
うにはなってきたかも
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Ｄ6　計画通りに保育が進む面白さもある
Ｂ7　計画通りに進んだ達成感は感じたことはあった
けれども、それを面白いと思える余裕はなかった
気がする。行事などの成功に子どもたちの姿を当
てはめていくことの達成感はあったけど、それを
面白いとは思えなかった
Ｃ9　計画を破綻させないようにすると達成感を感じ
ることはあるけれどもそれは面白さとは違うかも
しれない
Ｃ10　私は保育者の計画通りに保育が進むことはつ
まらないと感じる。計画は大事だけれども、そこ
を外れたところに面白さがあると感じる
Ｄ7　子ども理解だよね、子どもが面白いことをして
いるよね
　自分が感じていたことを後からもう一度考えてみ
ると、その違いに面白さを感じることもある。そこ
に時間軸をおくと面白さが見えてくることもある。
Ｃ11　保育記録をリライトする時にズレが可視化で
きて、それが学びでもあるし、面白さでもある。
主観を伝えていこうとする中で面白さがが見えて
くることもある

Ｄ8　それってネガティブなズレではないよね
Ａ5　私が感じる面白さと、あなたの感じる面白さは
違うという理解があることが、語りながら共有す
る際の前提条件ではないだろうか
Ｂ8　そもそも楽しいと感じても保育の計画に沿って
いないから隠して場違いなこととして出せなく
（言えなく）なっている状況もあるとおもう。そう
なると保育者が子どもの面白さを語り合うという
議論にさえ参加できなくなる。その時に写真とい
うツールがあると、それを手立てとして面白さを
語ることにつながる可能性はある。子ども理解と
いうことの延長に楽しさを見出すこと。
Ｄ9　保育者の意図とズレていても、子どもの選択し
たことを肯定的に見ることが大切
Ｃ12　大人の期待通りに進まないことの存在も認め
ること
Ｃ13　その保育者が面白いと感じる枠組みは経験に
よって変わってくる。

考察
１）対話の場
子ども理解と面白さという点では、「子ども理解

を他者と合わせていく場の存在」という行為が保育
の面白さの一つであることが示唆された。そこに繋
がる語りは次の部分である。Ｄ1の「それぞれが感
じる面白さを共有すると、面白さが倍増するよね。」、
Ａ2の「伝えたくなることが面白さにはあるかも」、
Ｂ1の「面白さは共有かも」、Ｂ4の「自分は面白く
ないと思っていた子どもの姿を「面白い」と感じる
同僚の存在によって、自分がその子どもの姿を面白

いと感じることができた。その保育者のおかげで、
そんな姿も面白いと思っていんだなと理解できた」。
Ｂ3の「楽しいと感じても保育の計画に沿ってい
ないから隠して場違いなこととして出せなく（言え
なく）なっている状況もある（中略）子ども理解と
いうことの延長に楽しさを見出すこと。」では、自
己の子ども理解を語る場がないことが面白さを感じ
ることができない要因となっていること、保育者そ
れぞれが主観としての子ども理解をすることがで
き、それを語ることのできる場があることが、保育
に面白さを感じるための前提ともなっていることを
示唆している。
このカテゴリーでは、自己の子ども理解を他者と
の対話を通して相対化することができる場や、個々
の保育者の子ども理解には違いがあるということを
前提とした対話ができる場が、保育を面白がるよう
になるプロセスに存在することを示唆している。
２）「ズレ」の受容
他者との子ども理解に「ズレ」があること、自分

自身の中で子ども理解が変化していくことを「ズ
レ」として肯定的に受け止めることが「面白さ」に
つながるということが語りの中に見られた。Ｃ7の
「その違いに面白さがあるとおもう。」や、Ｂ6の
「子ども理解がずれていることを面白く感じるよう
にはなってきたかも」、Ｃ10の「計画は大事だけれ
ども、そこを外れたところに面白さがあると感じ
る」、Ｄ7の「子ども理解だよね、子どもが面白いこ
とをしているよね。自分が感じていたことを後から
もう一度考えてみると、その違いに面白さを感じる
こともある。」などである。ここからは、子ども理
解が揺れ動くことを「ズレ」として肯定的に捉え、
そのことを「面白さ」と感じていることを読み取る
ことができる。その際に保育記録をリライトすると
いう方法や写真記録のツールとしての有効性につい
て次のように語られた。Ｃ11の「保育記録をリライ
トする時にズレが可視化できて、それが学びでもあ
るし、面白さでもある。主観を伝えていこうとする
中で面白さがが見えてくることもある」、Ｂ8の「写
真というツールがあると、それを手立てとして面白
さを語ることにつながる可能性はある。」などの語
りである。子ども理解は時間という軸を加えること
で、変わっていくものであり、自分自身で子ども理
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解を問い直すという機会が「ズレ」を認識し、それ
を自己の変容としての面白さと感じるきっかけとな
ると考えられる。
意図的・計画的な保育の重要性を認識しながら
も、保育者の意図と子どもたちの願いには「ズレ」
があることを前提として保育をすることが、子ども
たちとの対話にもつながり、互いの主体性を尊重す
ることにも繋がることが語られた。Ｄ9の「保育者
の意図とズレていても、子どもの選択したことを肯
定的に見ることが大切」や、Ｃ12の「大人の期待通
りに進まないことの存在も認めること」などがその
部分である。またＣ8の「その保育者が面白いと感
じる枠組みは経験によって変わってくる。」などか
らは、保育者が子ども理解の枠組みを、目の前の子
どもたちとの関わりを通してアップデートしていく
ことが、自分自身の中にある「ズレ」を受容するこ
とにも繋がっていると理解できる。
子ども理解については、保育者が多様な理解の枠
組みをもつことで、面白さの位相が変わってくるこ
と、またそれも「ズレ」として肯定的に受け止める
ことが次の面白さに繋がっていく要因になっている
ことが示唆される。
理解の「ズレ」を理解の深まりと捉えることは、

自己の子どの理解の枠組みをアップデートすること
につながる。また、子どもの願いと保育者の意図に
あるズレは、子どもとの対話を通して互いの主体性
を尊重することにもつながることが示唆された。

４．総合考察
１）子ども理解の面白さ
グループインタビューにおいて、保育の面白さ
は、遊びを通した営みである保育に保育者として主
体的に関わることを通して得られるものであること
が語られた。遊びを通して「面白さ」を手にするこ
とができるのは子どもたちだけではなく、保育者も
同様ではないだろうか。
保育者の就業継続年数の短さには、様々な要因が
あることが示されているが、「面白がる」という遊
びの要素があることで、多様な継続の方法を検討も
可能である。それが十分になされていないのは、保
育において保育者自身が保育を面白がることに困難
性をもっていることが要因の一つであることが、グ

ループインタビューより示唆された。
キャリアによって子ども理解は変化していくこと
が前提にない場合、若手は経験年数の長い保育者の
子ども理解についていくことができずに悩んでしま
う。子ども理解は変わっていくものであるというこ
とを前提とすれば、その時の子ども理解について、
キャリアを超えて対話を通して確認し合うことで、
自己の理解を相対化でき、互いに子ども理解を深め
ることができる。子ども理解に終わりがないことの
自覚は、仕事を続ける上での動機付けにもなると考
える。
２）遊びを中心とした保育と面白さ
遊びの面白さについて、ホイジンガ（1973）は「遊

びは、遊び以外の何かに貢献するということではな
く、遊びそのものの中において完結するのである。
そして、その自己完結性ゆえに、そこに「面白さ」
がある」と示している。遊びの「自己完結性（独立
性・自己目的性）」は主観性の高いものである。保育
が遊びを前提とする時、そこには子どもの主観と保
育者の主観が存在する。そしてそれらは独立しなが
らも、対話を通して「保育」という営みになってい
く。保育の「楽しさ」とは、それぞれの主観が大切
にされ、対話を通して自己が満足されていくことと
も言える。そのプロセスにそれぞれの満足が生まれ
ることで保育は子どもにとっても、保育者にとって
も「楽しい」ものとなっていくのではないだろうか。
３）保育という風土と面白さ
保育は子どもたちとの生活でもあるが、保育者集
団で行われる営みでもある。榎沢（2016）は、保育
者同士の共同性について「保育者同士の共同性は当
の保育者に対して、子どもについての様々な見方を
提供してくれるとともに、理解の自明性を崩すとい
う仕方で、子ども理解を深め、発展させてくれるの
である」と述べている。グループインタビューの中
でも、他者との関わりの中で多様な視点をもらえる
ことが楽しさにつながっているとの語りがあった。
また、理解の自明性を崩すという点は「ズレ」とも
関連している。保育は保育者同士の共同性において
成り立つものであることから、互いの子ども理解を
認め合い、そして発展させていく際の理解の「ズ
レ」を肯定的に受容することは、共同性を高めてい
くためにも必要なことであると考えられる。
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グループインタビューの中で、保育者同士が安心
して保育を語ることができる「風土」というものが
あると語られた。現在、保育の現場では多様なキャ
リアの保育者が共同的に保育を作るということが基
盤となっている。それぞれが違うことの認識が基盤
となっていることで、それぞれが違いを「ズレ」と
して受け止めながら、その違いを面白がるというこ
とが「風土」として位置づくことが、保育者自身の
安心感にもつながると考えられる。

５．今後の課題
保育者のキャリア形成に、保育を「楽しむ」とい
うことが影響するかについて検討することの意義は
認められたと考える。しかし、保育における「面白
さ」や保育を「面白がる」ということについての定
義については更に検討が必要である。今回のグルー
プインタビューにおいて、保育の「楽しさ」につい
ての示唆が得られたことを受けて、何が保育者に
とっての面白さなのかを明らかにすることを次の課
題としたい。
また、グループインタビューの中で「ズレ」とい
うものがあることは明らかとなったが、「ズレ」を
どのように定義し、「ズレ」を肯定的に受容するた
めにはどのような方略があるのかなどについての検
討ができなかったため今後検討していきたい。
グループインタビューを行った際に、個々の語り

には、保育者としてのライフヒストリーやキャリア
形成が影響していた。保育において「面白さ」を獲
得するプロセスに何が影響しているのかを検討する
ことも必要である。
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